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て
い
る
。

　

加
え
て
事
業
者
や
自
治
体
は
、
消
毒
・

換
気
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
対
策
の
ほ
か
、

I
C
T
を
活
用
し
た
非
接
触
型
ツ
ー
ル
の

導
入
や
観
光
エ
リ
ア
の
混
雑
状
況
の
見
え

る
化
な
ど
、
環
境
面
の
整
備
も
進
め
た
い
。

人
々
が
旅
行
先
を
選
ぶ
際
、
事
業
者
の
感

染
対
策
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の

傾
向
は
当
面
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
感
染
症
対
策
が
行
き

届
い
た
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

（4）
地
域
間
・
事
業
者
間
連
携
の
強
化（
事

業
者
・
自
治
体
向
け
）

　

コ
ロ
ナ
禍
を
機
と
し
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
広
ま
り
は
、
地
元
の
知
ら
れ
ざ

る
観
光
資
源
を
再
発
見
す
る
好
機
と
な
っ

た
が
、
個
々
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
大
き
な

集
客
力
を
見
込
め
な
い
場
合
も
あ
る
。
地

域
間
、事
業
者
間
で
の
つ
な
が
り
強
化
は
、

事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
今
後
対
応
予
定
の

集
客
策
の
上
位
項
目
と
も
な
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
重
要
度
は
一
層
高
ま
っ

た
と
言
え
る
。
自
治
体
に
は
、
情
報
提
供

や
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
、
事
業
者
間
の

橋
渡
し
的
役
割
も
担
っ
て
ほ
し
い
。

（5）
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
整
備（
国
・

自
治
体
・
事
業
者
向
け
）

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
2
次
交
通
の
整
備
を

進
め
た
い
。
県
内
で
は
、
将
来
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
た
動
き
が
進
展
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
個
人
観
光
が
主
流
と

な
り
、感
染
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
マ
イ
カ
ー

や
レ
ン
タ
カ
ー
の
利
用
が
増
え
た
が
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
も
自
動
車
利
用
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
渋
滞
緩
和
に
向
け

た
施
策
に
は
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
み

た
い
。
ノ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
層
向
け
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
週
末
追
加
運
行

や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
住
民
向
け

サ
ー
ビ
ス
の
柔
軟
な
運
用
、
自
家
用
車
に

観
光
客
を
乗
せ
る
有
料
運
送
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
2
次
交
通
の
充
実
も
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
大
規
模
自
然
災
害
を
想
定
し
た

建
物
・
設
備
の
さ
ら
な
る
強
靭
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
も
日

頃
よ
り
行
い
、
安
心
・
安
全
な
観
光
地
づ

く
り
に
向
け
た
対
応
力
を
強
化
し
た
い
。

加
え
て
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
を
含
む
全

て
の
人
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
よ
う
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
、設
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
に
加
え
、
補
助
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
従

業
員
の
育
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
強
化
も
図

り
た
い
。

（6）
官
民
一
体
と
な
っ
た
継
続
的
な
情
報

発
信（
事
業
者
・
自
治
体
向
け
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、直
接
的（
オ
フ
ラ
イ
ン
）

な
交
流
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
が
急
速

に
普
及
し
た
。
前
章
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
の
広
ま
り
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
外
で
あ
る
遠

隔
地
や
海
外
の
観
光
客
と
の
接
点
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
魅
力

発
信
は
継
続
的
に
行
い
た
い
。

　

手
段
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
の
活
用
、
動
画
共
有
サ
イ
ト
で
の

動
画
配
信
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
閲
覧
す

る
だ
け
の
一
方
通
行
的
な
も
の
で
な
く
、

コ
メ
ン
ト
が
で
き
た
り
参
加
形
式
だ
っ
た

り
と
、
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
る
も
の
だ
と
効
果
は
高
い
だ
ろ
う
。

（7）
観
光
マ
エ
・
ア
ト
消
費
拡
大
に
向
け

た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充（
事
業
者
・
自

治
体
向
け
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
発
信
と
並
行

し
、
地
元
の
特
産
品
や
土
産
物
な
ど
の
販

売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
も
図
り
た
い
。
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
内
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
を

実
際
に
自
宅
で
も
楽
し
め
る
な
ど
、「
デ
ジ

タ
ル
」と「
リ
ア
ル
」を
融
合
さ
せ
た
仕
組

み
は
、
観
光
マ
エ
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
つ

な
が
り
や
す
い
。
以
前
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
観
光
地
の
食
を
も
う
一
度
楽
し
め
る
と

い
っ
た
点
で
は
観
光
ア
ト
の
消
費
に
お
い

て
も
有
効
で
、
近
場
客
を
惹
き
つ
け
る
こ

と
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。
千
葉
県
の
食
に

対
す
る
関
心
は
高
く
、
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
と
取
り
込
み
、
観
光
客
の
継
続
的
な
購

買
に
よ
る
収
益
拡
大
を
図
り
た
い
。

（8）
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
体
制
の
整
備
・

強
化（
事
業
者
・
自
治
体
向
け
）

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
、
中
長
期
的
に

み
る
と
、
ア
ジ
ア
圏
で
の
人
口
増
加
も
追

い
風
と
な
り
、
再
び
伸
び
る
可
能
性
が
高

い
。
今
後
、
国
内
人
口
の
減
少
な
ど
の
構

造
的
な
問
題
に
よ
り
、
長
い
目
で
み
た
国

内
客
市
場
の
縮
小
基
調
が
予
想
さ
れ
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
取
り
込
み
の
重
要
度
は

一
層
増
し
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
期

間
に
こ
そ
、
外
国
人
が
ス
ト
レ
ス
な
く
千

葉
県
観
光
を
楽
し
め
る
環
境
整
備
を
行
い

た
い
。

　

ま
た
、
成
田
国
際
空
港
で
は
、
28
年
度

末
を
目
途
に
、
第
3
滑
走
路（
C
滑
走
路
）

新
設
な
ど
空
港
の
機
能
強
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
国
内
最
大
の
国
際
空
港
を
県
内

に
有
す
る
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
も
最

大
限
活
用
す
る
た
め
、
空
港
周
辺
地
域
を

筆
頭
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
広
域
で
受
け
入
れ
る
た
め

の
観
光
施
策
の
展
開
を
着
実
に
図
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
注
）	

購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
控
え
て
い
た
消
費

者
が
、
景
気
回
復
な
ど
に
伴
い
、
一
気
に
需
要

を
満
た
そ
う
と
す
る
行
動
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
結
果
の
こ
と
。

　コロナ対策の流れで一気に加速
した業務のデジタル化、例えば、ワ
ークフローを利用した紙ベースの
各種帳票類の出力の廃止、グルー
プウェアを使ったスケジュールや
実績管理、リモートデスクトップ
を使ったテレワークの推進などを
進め始めている企業がかなり増え
てきている。これを進めていくう
えで一番大切なこと、それは社内
のできる限り多くの方がその方針
について賛同し、会社全体として
デジタル化に対するポジティブな
意識改革を行うことに他ならない。
　多くの人は何かを変えることに
対し、警戒感や抵抗を持つ傾向が
ある。従って組織で何かを変えよ
うとするとき、「社員の変化への抵
抗」が必ずと言っていいほど発生
する。これを解決し、関係者の合
意と協力を得ることが何よりも大
切で、そのために必要なこととし
て以下4点申し上げたい。

　1番目は、デジタル化を進めるメ
リット、デメリットをできる限り
明確化し、メリットの方が多いこ
とを理解していただくことである。
新しい仕組みや業務フローを理解
し、慣れていく手間が最初に発生

するデメリットがあるが、最終的
に移動時間、作業時間の短縮、仕
事場所の多様化、書類保存の手間
の省略、確認や承認フローの短縮
化など、具体的にどのようなメリ
ットが享受できるのかを明確化し
ておけば、同意は得やすい。
　2番目は、変更後の業務フローや
ルールをできるだけ分かりやすく
イメージさせることである。現在
行っている業務が最終的にどのよ
うに変わるのか、自分がどう仕事
をしていくことになるのか明確に
イメージさせることができれば、
社員の分からないことに対する不
安感、嫌悪感を払しょくさせるこ
とができる。
　3番目は、現在の業務フローやル
ールを構築し仕切っている社員に
対し、それを否定するのではなく、
敬意と感謝を持ってデジタル化へ
の協力を仰ぐことである。これは
盲点になりがちであるが、非常に
大切である。自分が苦労して考え
て作り上げた仕組みにプライドを
持って運用している社員にとって、
それを何のねぎらいもなく非効率
だと否定されることは不快以外何
物でもない。まずは今までその仕
組みで会社が回ってきたことに対
し、感謝を伝えることが重要であ
る。また、そのような社員は高い
スキルを有していることが多いの
で、可能であればむしろデジタル

化に関して積極的に協力を仰ぎ活
用することが好ましい。
　4番目はデジタル化への変更によ
って生じたデメリットや不都合点
を社内全体で共有し、速やかに解
消することである。事前にどんな
に考えていても、バグやエラー、
不都合な事象は避けて通れない。
むしろこれを改善、ブラッシュア
ップする意識を社内全体で共有し
ていくことが、社員全体を巻き込
んだ自発的なデジタル化推進のさ
らなる加速につながっていく。

　デジタル化推進は、何を目的と
して行うのかということと、それ
を全社として「徹底」して進めてい
くのだという経営者からの強いメ
ッセージが必要である。それなく
しては、せっかく推進しても、す
ぐに逆行事象が生じてしまう。ペ
ーパーレスを推進しているのに紙
ベースでの資料が増えてしまった、
オンライン会議システムを導入し
たのに対面会議が増えている、印
鑑決裁をワークフロー化したのに
承認印を押す書類が新たに発生し
た、フリーアドレス化を行ったの
に座る座席が固定しているなどナ
ンセンスな事例が発生しないよう、
経営者自らがデジタル化推進に常
に強いメッセージを発信し、推進
の「徹底」を図っていただきたい。

デジタル化推進において
大切なこと

全社的な意識改革が必要

経営者が強いメッセージを

合意と協力を得るための
4つのポイント

戸村豪輝
（株）ちばぎん総合研究所

経営コンサル第一部
部長


